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－滋賀の水環境ビジネスの取組について

平成30年度（2018年度）
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①アジア分科会

■アジア分科会とは：
アジアの水環境課題や現地ニーズについて調査を行い、会員企業に情報提供することにより、同地域でのビジネ

ス展開について検討する分科会。

■会議の開催状況：
①第1回アジア分科会

平成30年（2018年） 11月12日 〔於〕コラボしが21 〔参加者数〕20名
②第2回アジア分科会

平成31年（2019年）2月18日 〔於〕コラボしが21 〔参加者数〕18名
③第3回アジア分科会

平成31年（2019年）3月11日 〔於〕コラボしが21 〔参加者数〕31名

第3回アジア分科会第1回アジア分科会
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②研究・技術分科会

■研究・技術分科会とは：
平成29年4月の国立環境研究所琵琶湖分室の設置を契機として、滋賀県では、生態系に配慮した新たな水質管理

の手法、水草の適正管理、在来魚介類の回復に資する共同研究を実施している。その成果等を、企業や大学などの
研究機関との協働のもとで、水環境ビジネスに関連する技術開発や水産業の振興につなげていくために設立した分
科会。

■会議の開催状況：
①第1回研究・技術研究会「環境DNAの水環境ビジネスへの活用」

平成30年（2018年）9月13日 〔於〕コラボしが21 〔参加者数〕36名
②第2回研究・技術分科会「難分解性化学物質処理の研究最前線と水環境ビジネスへの展開」

平成30年（2018年）12月20日 〔於〕ピアザ淡海 〔参加者数〕37名
③第3回研究・技術分科会「琵琶湖の生態系保全に向けた研究最前線」

平成31年（2019年）2月12日 〔於〕ピアザ淡海 〔参加者数〕49名
④研究技術分科会ワーキンググループ

平成31年（2019年）3月13日 〔於〕滋賀県庁 〔参加者数〕14名

第3回研究・技術分科会
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③滋賀県水環境ビジネス海外展開事業化モデル事業（しが水環境ビジネス推進フォーラム会員）

プロジェクト名 対象国 実施期間 メンバー（◆：申請企業）

アメリカ合衆国におけるIoT技術を使った
水質モニタリング及び水質分析コンサル
ティングサービスの実現可能性調査事業

米国
平成30年（2018年）7月

～平成31年（2019年）2月
オプテックス㈱◆
㈱テクノサイエンス

ベトナムにおける浚渫汚泥・下水汚泥等
の無害化・リサイクル利用（クリラック処
理）展開

ベトナム
平成30年（2018年）7月

～平成30年（2018年）12月
大洋産業㈱◆
WEF技術開発㈱

養殖業におけるアジア市場（台湾・
ASEAN・インド）での「IoT技術を使った水
質モニタリング＋分析コンサルティング
サービス」の実現可能性調査事業

台湾、ASEAN、
インド

平成30年（2018年）8月
～平成31年（2019年）2月

㈱テクノサイエンス◆
オプテックス㈱

ベトナム国ハロン湾・カットバ島沿岸水域
におけるノウハウ提供型ビジネスモデル
実現可能性調査

ベトナム・ハイ
フォン市

平成30年（2018年）9月
～平成31年（2019年）2月

㈱環境総合テクノス◆
㈱日吉
㈱エフウォーターマネジメント
㈱長大

香港におけるウルトラファインバブルを活
用した省エネ・省資源ビル管理の展開可
能性調査

香港
平成30年（2018年）10月
～平成31年（2019年）2月

WEF技術開発㈱◆
㈱ワイビーエム

タイ王国における無添加電解水クリー
ナーの販売可能性調査

タイ
平成30年11月（2018年）
～平成31年（2019年）2月

髙橋金属㈱◆
髙橋金属タイランド㈱

ベトナムにおけるオープン型クロスフロー
水車の販売可能性調査

ベトナム
平成30年（2018年）12月
～平成31年（2019年）2月

アークス㈱◆
㈱スペック

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－3
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④その他資金スキームによるプロジェクト（しが水環境ビジネス推進フォーラム会員）

プロジェクト名 スキーム名 対象国 採択時期 申請企業

農業用フィルムおよび
プラスチックのリサイク
ル技術及び適正処理
技術に関する案件化
調査

JICA中小企業海外展
開支援事業（案件化調
査）

メキシコ・ブエブラ
州

平成30年
（2018年）9月

㈱黒田工業
パンテック㈱
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⑤滋賀県・淡海環境保全財団による「JICA草の根技術協力事業」

■事業名： 湖南省洞庭湖流域農村水環境改善プロジェクト
■実施団体： 滋賀県、公益財団法人淡海環境保全財団
■実施期間： 平成28年（2016年）11月28日〜平成31年（2019年）6月30日
■対象国・地域： 中華人民共和国 湖南省
■活動対象： 行政機関、環境教育機関、汚水処理場管理機関
■活動概要

・専門家を派遣し、汚水処理場の運転管理能力向上を支援
・専門家を派遣し、環境教育ツールや教育プログラムの改善を支援
・現地行政機関、環境教育機関に環境教育に関する本邦研修の実施
・生活汚水処理および汚染対策の計画策定支援・本邦研修の実施

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－5

訪日研修（平成30年7月） 環境教育リーダー養成講座（平成30年8月）



しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－6
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⑥ベトナム・クアンニン省ハロン湾グリーン成長推進プロジェクト

グリーン成長普及促進ワークショップ水環境セミナー
（平成30年4月）

■事業名： クアンニン省ハロン湾グリーン成長推進プロジェクト（第2フェーズ）
■実施団体： JICA（技術協力事業）
■受託者： 日本工営㈱、（公財）国際湖沼環境委員会、㈱国際開発センター
■実施期間： 平成28年（2016年）11月～令和元年（2019年）11月
■対象国・地域： ベトナム・クアンニン省
■活動概要
• 世界自然遺産地域のクアンニン省ハロン湾地域においてグリーン成長推進提言書の作成、重点産業と観光

セクターにおけるパイロット活動を支援。
• 滋賀県は琵琶湖の経験を中心に当プロジェクトに協力している。

下水処理施設視察（平成31年1月）



しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－7
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⑦香港・中国環境セミナー ～エコ・エキスポ・アジア2018説明会～

■日 程： 平成30年（2018年）6月28日（木）15:00～17:00
■会 場： 県庁北新館3階 多目的室3
■主 催： 滋賀県、香港貿易発展局大阪事務所、ジェトロ滋賀
■概 要： 平成30年10月25日（木）～28日（日）に予定している「エコ・エキスポ・アジア2018説明会」の事前説明会を

兼ねて、当セミナーを開催した。
■プログラム：
• 「環境事業の海外展開における可能性」

有限会社とーく 代表取締役 堤 幸一 氏
• 「香港・中国環境技術販路開拓支援－香港貿易発展局の取組－」

香港貿易発展局 マーケティング・マネージャー リッキー・フォン 氏
• 質疑応答・意見交換
■参加者： 18名

会場の様子
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⑧「アジアの水ビジネス市場動向セミナー」の開催

■日時： 平成30年（2018年）7月20日（金）14:00～16:30
■会場： マイドームおおさか 8階1・2会議室
■主催： ジェトロ大阪本部、ジェトロ滋賀貿易情報センター、大阪府、滋賀県
■プログラム：
• ASEAN・インドの水ビジネス市場（グローバルウォータ・ジャパン代表 吉村和就 氏）
• ベトナムにおける日本の最先端技術によるビジネスチャンスの開拓（ヤスダエンジニアリング㈱ 専務取締役

安田一成 氏）
• アジアにおける水質計測器の海外展開（オプテックス㈱ NSS事業部 S&M部 企画2課 課長 藤村直也

氏）
• 「環境・ビジネス商談会」の事業説明・バイヤー招へいに関するご案内（ジェトロ大阪本部 事業推進課 長田

一航 氏）
• 質疑応答、主催・共催者からのお知らせ

■参加者： 105名

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－8

会場の様子 会場の様子
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⑨ハロン湾地域グリーン成長推進プロジェクト技術交流会の交流会の開催

■日程： 平成30年（2018年）8月31日（金）13:15～16:30
■会場： 滋賀県農業教育情報センター研修室
■参加者数： 36名（うちクアンニン省行政関係者10名）
■プログラム：

(1) 趣旨説明（ILEC）
(2) プロジェクト事業概要（NIPPON KOEI VIETNAM INTERNATIONAL CO., LTD.）
(3) ハロン湾地域での施策展開（クアンニン省人民委員会経済部）
(4) 日本企業からの技術紹介（5社）
(5) 質疑応答

■概要： JICA技術協力事業「ベトナム国クアンニン省ハロン湾地域のグリーン成長推進プロジェクト」の一環で、
クアンニン省行政関係者が来県した機会を活用し、県内企業等と技術交流会を開催した。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－9

クアンニン省からの発表 企業からの発表



11

⑩第17回世界湖沼会議（いばらき霞ヶ浦2018）

■開催期間： 平成30年（2018年）10月15日（月）～19日（金）
■主催： 茨城県、公益財団法人国際湖沼環境委員会
■共催： 国土交通省、環境省、農林水産省、土浦市、つくば市、かすみがうら市、鉾田市、茨城町、水戸市、

霞ヶ浦問題協議会、ラムサール条約登録湿地ひぬまの会
■会場： 茨城県つくば国際会議場ほか
■概要： 世界湖沼会議の会期中に開催された展示会（42企業・団体が参加）に、しが水環境ビジネス推進

フォーラム会員企業3社（㈱日吉、㈱堀場アドバンスドテクノ、WEF技術開発㈱が参加した。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－10

会場の様子
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⑪びわ湖環境ビジネスメッセ２０１８
特設ゾーン「しが水環境ビジネス推進フォーラム」の設置

■開催期間： 平成30年（2018年）10月17日（水）～19日（金）
■会場： 長浜バイオ大学ドーム
■規模： 272企業・団体が出展。来場者27,250人
■概要：

・特設ゾーン「しが水環境ビジネス推進フォーラム」では、フォーラムメンバーの11企業・団体が出展。
㈱イマック、㈱堀場アドバンスドテクノ/㈱堀場製作所、（公財）淡海環境保全財団、㈱日吉、
ＷＥＦ技術開発㈱、滋賀バルブ協同組合、㈱オーケーエム、エルセナジー㈱、アクアシステム㈱、
木村電工㈱、（公財）国際湖沼環境委員会 (順不同)
・フォーラムブースでは、滋賀の水環境ビジネスの取組や滋賀県のこれまでの琵琶湖保全の取組など
を紹介。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－11

会場の様子 会場の様子
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⑫環境・水ビジネス商談会

■開催期間： 平成30年（2018年）10月16日（火）～19日（金）
■主催： 大阪府、滋賀県、ジェトロ大阪本部・滋賀貿易情報センター

（共催：大阪 水・環境ソリューション機構、大阪商工会議所）
■後援： （公財）大阪産業振興機構、関西経済連合会
■協力： Team E-Kansai、しが水環境ビジネス推進フォーラム、びわ湖環境ビジネスメッセ実行委員会
■会場： 10月16日（火）～17日（水） ホテル・ニューオータニ（大阪会場）

10月18日（木） 長浜バイオ大学ドーム（滋賀会場）
■バイヤー： 6か国から招聘した水処理エンジニアリング企業12社

（タイ2社、マレーシア2社、ベトナム2社、インドネシア2社、シンガポール2社、インド2社）
■日本企業： 46社
■産業視察： 10月19日（金）湖西浄化センター（滋賀県）、竜華水みらいセンター（大阪府）
■概要：

・大阪府、滋賀県、ジェトロの共催により、大阪・滋賀の2会場で商談会を開催した。
・滋賀会場では、「びわ湖環境ビジネスメッセ2018」会場において商談会を開催したほか、会場視察やびわ湖

環境ビジネスメッセとの合同による交流会を実施した。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－12

大阪会場の様子 滋賀会場の様子
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⑬「関西SDGsキャラバンin滋賀×しが水環境ビジネスセミナー」の開催

■日時： 平成30年（2018年）10月19日（金）14:00～16:00
■会場： 長浜バイオ大学 命江館 中講義室1
■タイトル： アジアの水環境関連ビジネスと企業のSDGs活用
■プログラム：

①SDGsと民間企業（JICA関西 企業連携課 課長 飯田 学 氏）

②アジアにおける水質計測事業とSDGs
（オプテックス株式会社 NSS事業本部 S&M部 企画2課 課長 藤村 直也 氏）

③金融を通じたSDGsへの取り組み（滋賀銀行 総合企画部 広報室長兼CSR室長 嶋﨑 良伸 氏）

④関西SDGsプラットフォーム＜関西SDGsビジネス貢献ネットワーク＞紹介（近畿経済産業局）

⑤名刺交換会
■参加者： 79名

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－13

会場の様子 会場の様子
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⑭「エコ・エキスポ・アジア 2018（香港）」出展

■開催期間：平成30年（2018年）10月25日（木）～28日（日）
■会場：アジアワールド・エキスポ香港（香港）
■規模：73,000名(154ヶ国)

＊同時開催された「第20回香港国際ライティング・フェア」および「第3回香港国際アウトドア＆テック・ラ
イト・エキスポ」への来場者数を合算したもの。

■内容：
・企業3社（㈱昭和バルブ製作所、WEF技術開発㈱、日立造船㈱）としが水環境ビジネス推進フォーラム
事務局が共同出展。

・開催期間中にネットワーキングランチョン（25日）、バイヤー向けブリーフィング（26日）、ビジネス環境委員会
での発表（26日）、ビジネスマッチング会（26～27日）などで、製品やサービスを紹介した。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－14

展示会場の様子滋賀県ブース



しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－15
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⑮洞庭湖・琵琶湖水生態持続可能な発展シンポジウム

■日程： 平成30年（2018年）11月13日（火）9:00～16:30
■会場： 通程国際ホテル（中国・湖南省）
■参加者数： 224名
■概要： 滋賀県・湖南省友好提携３５周年記念事業として開催され、日中の行政機関、大学・研究機関、企業等

が参加した。
■プログラム： 第1部 開会式～セレモニー

第2部/第3部 専門家による報告
第4部 閉会式

知事挨拶 集合写真
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⑯JICA研修員との交流会の開催

■日程： 平成30年（2018年）12月6日（木）15：00～17:30
■会場： （公財）国際湖沼環境委員会（ILEC） 会議室
■参加者数： 20名
■プログラム：

(1) 開催挨拶（ILEC）
(2) 発表

- JICA研修員からの発表 （エジプト1名、エチオピア1名、インド1名、イラク2名、ミャンマー1名、スーダン3名）
– 企業からの発表（7社）

(3) 個別相談会
■概要： ILECがJICAから受託する「水資源の持続可能な利用と保全のための統合的湖沼・河川流域管理」の一

環として交流会を開催。研修員から出身国の水環境課題を、また、本邦企業からは自社の技術・製品を
それぞれ発表し、個別相談会を実施した。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－16

会場の様子 関係者記念撮影
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⑰香港貿易発展局との「相互協力に関する覚書」締結

■締結日： 平成30年（2018年）11月10日（土）
■締結会場：The Dynasty Club （香港）
■覚書対象期間： 平成30年（2018年）11月10日～令和2年（2020年）11月10日 ※自動更新規程あり。
■目的： 両者の連携による相互利益の創出を見据え、それぞれの権限、権能および手段に基づき、関係強化

ならびに滋賀県と香港の貿易および経済協力促進を行う。
■主な合意項目
1. 両者は、滋賀県と香港の間の貿易・取引関係の促進のために最善を尽くし、双方の利害関係者が市場の将来

性について深く理解する一助とすべく、次の各号に掲げる事項について、互いに最新マーケット情報を定期的に
提供するとともに、両機関間でかかる事業について協働で取り組むものとする。
(1) 滋賀県産品等の香港への販路拡大に関する事項
(2) 滋賀県企業等の香港への事業展開支援に関する事項
(3) その他、両者の協議により必要と認められる事項

2. 両者は、相互にそれぞれの市場で照会が発生する場合はこれを仲介するとともに、取引の引き合いに応じて、
ビジネスマッチングを促進する。

3. 両者は、滋賀県および香港へのビジネスに係る訪問を促進するため、最善を尽くす。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－17

締結式の様子

4. 両者は、個々の貿易使節団の訪問に際して、適切な支援を行う。支援
には、それぞれ両者が遵守すべき関係法令、政府の規制、および合意
事項の許す範囲内において関連マーケット情報を提供すること、ならび
に訪問団の市場への理解を促すための市場説明会を開催することを含
むが、これに限定されるものではない。

5. 両者は、滋賀県と香港の間のビジネス関係を促進するため、それぞれ
の地元企業に対し、それぞれの産業に関連し、関心の対象と考えられ
る場合は、両者の主催する見本市、高官級会談、ビジネスマッチングを
目的とした商談会等への参加を促すこととする。両者はそれぞれの地
元企業のビジネス関係構築を支援するために最善を尽くすこととする。
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⑱「VIMAF（ベトナム国際機械フェア）＆VSIF（ベトナム裾野産業フェア）」出展

■開催期間：平成30年（2018年）12月12日（水）～14日（金）
■会場：SECC（Saigon Exhibition & Convention Center）（ベトナム・ホーチミン市）
■規模：15,123名(7ヶ国)
■内容：

・企業1社（大洋産業㈱）としが水環境ビジネス推進フォーラム事務局が共同出展。
・ブースにはホーチミン市商工局長等が来訪。地元TV局の取材も受けた。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－18

オープニングセレモニー滋賀県ブース
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⑲サイゴン・ハイテク・パーク研究所（ベトナム・ホーチミン市）との「研究開発に関する覚書」締結

■締結日： 平成30年（2018年）12月14日（金）
■締結会場： サイゴン・ハイテク・パーク研究所（ベトナム・ホーチミン市）
■覚書対象期間： 平成30年（2018年）12月14日～令和3年（2021年）12月14日 ※自動更新規程あり。
■目的： 共同研究の推進や高度人材の交流を通じた協力関係の促進
■合意項目
1. IoTに基づく排水監視システム、排水処理技術および関連分野を対象に、環境保全に係る研究開発を促進

する。
2. 両者は、各々の関係する研究員および専門家の交流を促進する。
3. 研究開発に必要な経費やその分担は、相互の協議を通じて決定する。
4. 両者は、双方の研究機関や企業間の取引において、知的財産権の保護に協力し、相互の良好な信頼関係

の構築・維持に努める。
5. 両者は、この覚書に明記されない限り、ホーチミン市人民委員会と滋賀県の間で、また、サイゴン・ハイテク・

パークと商工観光労働部の間で交わされた二つの覚書を尊重する。
6. この覚書は、署名日から3年間効力を有する。その後においては、両者のいずれかが、失効日の6か月前ま

でにこの協定を終了させる旨の書面による通知をしない限り、有効期限の終了日から1年間延長されるもの
とし、以降も同様とする。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－19

締結式の様子
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⑳水環境技術交流セミナーinクアンニン（ベトナム・クアンニン省）の開催

■日程： 平成31年（2019年）1月16日（水）13:45～16:45
■会場： Novotel Ha Long Bay Hotel - Yen Tu Ballroom（ベトナム・クアンニン省）
■参加者数： 50名
■プログラム：

(1) 挨拶（クアンニン省、滋賀県）
(2) プレゼンテーション（滋賀県商工観光労働部、クアンニン省天然資源環境局）
(3) 日本の水・環境関連企業の紹介5社）
(4) 個別相談会

個別相談会の様子挨拶（クアンニン省）



22

㉑InterAqua 2019へ「フォーラムパビリオン」として出展

■日程： 平成31年（2019年）1月30日(水)～2月1日（金）
■会場： 東京ビッグサイト
■規模： 81企業・団体が出展。来場者43,622人。
■内容：
• しが水環境ビジネス推進フォーラムの「フォーラムパビリオン」には、

2企業が出展。
㈱昭和バルブ製作所、ダイヤアクアソリューションズ㈱（順不同）

• フォーラム事務局ブースでは、滋賀の水環境ビジネスの取組や滋賀
県のこれまでの琵琶湖保全の取組などを紹介。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－21

滋賀県ブース 滋賀県東京本部FBより
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㉒ウォーターバレー次世代育成セミナーの開催

■概要
新卒学生や概ね40代前半までの若年求職者を対象に、セミナーや合同企業説明会等を通じて、水環境ビジネ

スおよび関連分野の将来性や県内の水環境関連企業の将来性や働きやすさを訴求することにより、県内の水
環境関連企業への興味・関心を高める。

■内容
＜大学での講義＞

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－22

番号 大学名 日時 発表企業/団体（順不同）

1 京都女子大学 平成30年（2018年）
5月22日（火）13:00～14:30

㈱エフウォーターマネジメント
滋賀県（商工政策課）

2 龍谷大学 7月9日（月）10:45～12:15 ㈲ヴァンテック
滋賀県（商工政策課）

3 滋賀県立大学 10月22日（月）14:50～16:20 滋賀県（商工政策課）

←京都女子大学

龍谷大学→
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㉒ウォーターバレー次世代育成セミナーの開催（続き）

＜単独開催＞

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－22

番号 イベント名 会場 日時 発表企業/団体（順不同） 参加者

1 水に関わる環
境ビジネス丸わ
かりセミナー

草津市立
まちづくり
センター

平成31年（2019年）
2月14日（木）10:00～
12:00

JICA地球環境部（講師）
㈱エフウォーターマネジメ
ント
㈱学情（運営）

17名

2 大学サテ
ライト・プラ
ザ彦根

2月22日（金）14:00～
16:00

JICA研究所（講師）
夏原工業㈱
㈱昭和バルブ製作所
㈱学情（運営）

4名

2月14日（草津） 2月22日（彦根）
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㉒ウォーターバレー次世代育成セミナーの開催（続き）

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－22

番号 イベント名 会場 日時 発表企業/団体 参加者

1 水に関わる環
境ビジネス丸わ
かりセミナー

メルパルク
京都

2月3日（日）13:20～14:00 夏原工業㈱
滋賀県（商工政策課）

13名

2 グランフロ
ント大阪

2月11日（月/祝）12:00～12:50 大洋産業㈱
滋賀県（商工政策課）

27名

3 国立京都
国際会館

3月6日（水）13:20～14:00 ㈱日吉
滋賀県（商工政策課）

14名

2月11日（大阪）3月6日（京都）

2月3日（京都）

＜就活フェアの一部として開催＞
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㉒ウォーターバレー次世代育成セミナーの開催（続き）

＜合同企業説明会（主催：滋賀県・（一社）滋賀経済産業協会）＞

合同企業説明会に「水環境ビジネス企業」枠を設定し、水環境関連分野に関心のある若年求職者への対応を
行った。

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－22

番号 イベント名 会場 日時 参加企業（順不同）

1 ホンネで対
話！200社
が集まる合
同企業説明
会

クサツエストピ
アホテル

3月5日（火）
11:00～16:00

㈱山九
㈱昭和バルブ製作所
㈱テクノサイエンス

㈱日吉
センカ㈱

2 滋賀県文化産
業交流会館

3月10日（日）
11:00～16:00

夏原工業㈱
㈱清水合金製作所

大洋産業㈱

3 京都テルサ 3月12日（火）
11:00～16:00

㈱オーケーエム
木村電工㈱
栗東積水工業㈱

正和設計㈱
日本メンテナスエン
ジニヤリング㈱

←3月5日（草津）

3月10日（米原）→



≪その他の活動≫

■秋田県議会行政調査3名来県対応 （平成30年11月21日）

■インドネシア技術評価応用庁（BPPT）関係者2名来県対応 （平成31年 3月26日）

■パンフレット「滋賀の水環境ビジネス」の改訂 （平成31年2月）

■メールマガジンの発信 56回

27

しが水環境ビジネス推進フォーラムの活動 H30年度－23


